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明治33年３月 千葉県告示第80号を以って千葉県第１工区（千葉郡、市原郡）を創設。

県庁内務部に置く。

大正３年３月 千葉県告示第66号を以って千葉県八幡工区と改称。

昭和４年５月 千葉県八幡土木出張所と改称。

昭和28年４月 庶務課及び工務課を設置。

昭和34年４月 鶴舞に派出所を新設。

昭和37年４月 管理用地課を増設。

昭和38年４月 千葉県市原土木出張所と改称。道路補修課を増設し４課制となる。

昭和39年４月 県内14土木出張所を10土木事務所と８出張所に改組、それに伴い当出張所を京葉

土木事務所市原出張所と改称。

昭和40年４月 市原土木事務所と改称。総務課、管理用地課、工務第１課及び工務第２課に改称。

昭和40年８月 庁舎改築（延床面積380㎡）

昭和44年４月 建築課を増設し５課制となる。

昭和47年３月 庁舎増改築（延床面積228㎡）

昭和50年４月 管理用地課を管理課と用地課に分課。工務第１課及び工務第２課を建設課及び維

持課に改称。

昭和53年４月 建築課を廃止し千葉都市計画事務所兼務となる。

昭和56年６月 派出所を改め鶴舞支所となる。

昭和60年２月 鶴舞支所、老朽化により改築（鉄筋コンクリート２階建213．55㎡）

昭和63年４月 建設課を道路改良課及び河川改良課に、用地課を用地第１課及び第２課に改称。

平成元年４月 維持課を維持防災課及び地域指導課に改称。

平成２年３月 老朽化により庁舎改築（鉄筋コンクリート２階建延床面積988．81㎡）

平成２年４月 用地第１課及び用地第２課を統合して用地室を新設し、用地第１班及び用地第２

班を置く。養老川及び村田川の災害復旧助成事業を実施するために、養老川・村

田川改修事務所を新設。

平成３年６月 老朽化により書庫、車庫、水防庫改築（鉄筋コンクリート２階建延床面積649．979㎡）

平成５年４月 地域指導課を地域指導班に改称。

平成６年４月 道路改良課、河川改良課、維持防災課をそれぞれ道路改良班、河川改良班、維持

防災班に改称。

平成７年４月 養老川・村田川災害復旧助成事業の完了に伴い、養老川・村田川改修事務所を廃

止し河川改良班に吸収。

平成８年４月 管理課を管理第１班及び管理第２班に改称。

平成10年４月 地域指導班を調整班に改称。

平成11年４月 維持防災班を維持班に改称。

平成12年４月 管理第１班及び管理第２班を管理課に、用地室を廃止し、用地第１班及用地第２

班を用地課に、調整班、道路改良班、河川改良班、維持班を調整課、道路改良

課、河川改良課、維持課にそれぞれ改称。

平成16年４月 出先機関等の再編に伴い千葉地域整備センター市原整備事務所と改称。 

総務課を廃止し調整課に、道路改良課と河川改良課を建設課に、管理課と維持課

を維持管理課に、鶴舞支所を鶴舞出張所にそれぞれ改称。

平成17年４月 市原区画整理事務所の廃止に伴い、区画整理課を市原整備事務所に新設。

平成20年３月 岩崎土地区画整理事業の完了に伴い、区画整理課を廃止。

平成23年４月 市原土木事務所と改称。総務課を増設し５課・１出張所制となる。

平成24年４月 用地課及び維持管理課を管理用地課及び維持課に改称。

平成28年４月 管理用地課を管理課及び用地課に分課し、６課・１出張所制となる。

１．沿　革
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２．管内の概要 
  

 市原土木事務所は、千葉県のほぼ中央部に位置する市原市を所管している。 

 市原市は、人口が約 28 万人、面積は約 368 平方キロメートルと県内最大の市域を

有している。 

 管内は、臨海部に京葉工業地帯の中核をなす国内最大の石油化学コンビナート群が

あり、ＪＲ内房線の八幡宿駅、五井駅及び姉ケ崎駅を中心に市街地が形成され、内陸

部には、辰巳台、国分寺台、ちはら台など良好な住宅地がある。 

 南部は、養老渓谷や大福山など豊かな自然に恵まれた有数な観光地となっており、

養老川の中流域は、肥沃な土地を生かした緑豊かな田園地帯が広がり稲作を中心とし

た農業が盛んであり、農工両全のバランスのとれた産業構造を有する活力に満ちた広

域都市である。 

 道路管理延長は、32 路線（一般国道２路線、主要地方道６路線、一般県道 24 路線）、

約 240 キロメートルで、主な路線は、東関東自動車道館山線、首都圏中央連絡自動車

道及び国道 16 号が基軸道路となり、これを補完する幹線道路として、南北方向に国

道 297 号、主要地方道千葉茂原線、千葉鴨川線、市原天津小湊線、東西方向に国道 409

号、主要地方道市原茂原線、五井本納線があり、これらの道路と有機的に接続する一

般県道により管内の道路ネットワークを形成している。 

 このような中、東関東自動車道館山線の市原インターチェンジ、姉崎・袖ケ浦イン

ターチェンジ、首都圏中央連絡自動車道の市原鶴舞インターチェンジ及び観光地への

アクセス強化を図るため、国道 297 号、主要地方道市原茂原線、市原天津小湊線等の

整備を推進している。 

 また、中山間部などには狭隘・屈曲箇所や歩道が未整備なところが多く残っており、

この解消が喫緊の課題となっていることから、安全で快適な通行空間や歩行空間を確

保するため、真に必要な道路や歩道等の整備を計画的に進めており、安全・安心の確

保を図るため、道路法面などの防災対策や舗装や橋梁などを適切に管理するための維

持修繕を実施している。 

 河川管理延長は、二級河川４水系（養老川、村田川、前川、椎津川）11 河川、120

キロメートルあり、この中で、養老川は、流路延長 75 ㎞、流域面積は 243 平方キロ

メートルと県内屈指の河川で管内中央部を南北に貫流している。 

 また、北側の千葉市との境に村田川が、西側には前川と椎津川が東京湾に注いでい

る。 

 これらの河川流域は、都市化の進展等に伴う土地利用の変化により、保水・遊水機

能が低下し、洪水時の出水対策と併せて良好な河川環境を確保するための整備が急務

となっている。 

 そこで、養老川においては、流下能力の向上を図るための河道掘削を推進している。 
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３．組織及び所管事務分掌

鶴

舞

出

張

所

用

地

課

管

理

課

総

務

課

 事務所の組織は総務課、管理課、用地課、調整課、建設課、維持課、鶴舞

出張所の６課、１出張所である。職員数は、事務職員１１名、技術職員２１

名、運転手１名及び嘱託４名、合計３７名で、本所３２名、鶴舞出張所５名

となっている。

次　　長（事）

調

整

課

建

設

課

次　　長（技）

組 織

組 織 図 （平成２９年４月１日）

所　　長（技）

維

持

課
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1 2 3

総 務 課 1 1 1 1 4

管 理 課 1 1 1 1 3 7

用 地 課 1 1 2 1 5

調 整 課 1 1 1 3

建 設 課 1 1 1 2 5

維 持 課 1 2 2 5

鶴 舞 出 張 所 1 1 2 1 5

計 1 2 1 5 6 7 3 2 5 1 4 37

計

職員の配置

（平成２９年４月１日現在）

嘱

託

主

査

副

主

査

主

事

技

師

運

転

技

師

主

任

所

長

次

長

出

張

所

長

課

長

副

主

幹

職員

課別
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総　務　課

１．所の総合企画及び調整に関すること。

２．請負・入札及び契約に関すること。

３．建設業の許可及び建設業者の指導監督に関すること。

４．庁舎及び機械器具の管理に関すること。

５．資材及び物資の需要調達に関すること。

６．安全衛生委員会及び環境マネジメントに関すること。

７．庶務に関すること。

８．文書及び情報ネットワークに関すること。

管　理　課

１．道路・河川・海岸の管理及び占用許可に関すること。

２．官地と民地の境界査定に関すること。

３．砂利及び土砂採取計画の認可協議並びに土砂運搬の協議に関すること。

４．道路の認定及び区域決定に関すること。

５．旧道処理（移管）に関すること。

６．砂防指定地区及び急傾斜地崩壊危険区域の管理に関すること。

７．千葉県自然公園条例に基づく指定地域の管理に関すること。

用　地　課

１．土地の収用、買収及び補償に関すること。

２．登記に関すること。

３．土地評価に関すること。

４．税務署等の協議に関すること。

調　整　課

１．工事の企画、調整、報告等に関すること。

２．技術関係の研修に関すること。

３．建設工事安全対策委員会に関すること。

４．陳情及び要望処理に関すること。

５．水防・震災体制の計画に関すること。

６．土砂災害防止に関すること。

７．占用申請審査（技術部門）に関すること。

８．開発事業の技術的な設計協議に関すること。

９．市町村の国費、県費補助事業の指導、監督に関すること。

10．市町村の災害復旧の指導に関すること。

11．その他所長が特に必要とする事項。

事務分掌
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建　設　課

て所掌するものを除く。）

すること。

維　持　課

国、県道の維持補修に関すること。

災害復旧工事に関すること。

防災及び水防に関すること。

道路の調査、統計及び愛護の奨励に関すること。

国有及び県有土地の維持補修に関すること。

防災行政無線に関すること。

設計・施行及び監督に関すること。

鶴舞出張所

の区域に係る建設課、維持課に掲げる事務に関すること。

砂防指定地区に関すること。

る新設及び改良工事に関すること。

２．

３．

道路、橋梁等の新設、改良及び舗装の工事に関すること。（維持課におい

道路、橋梁等の新設及び改良に係る技術に関する調査、統計及び報告に関

河川、海岸、急傾斜地崩壊防止施設等の新設及び改良の工事に関すること。

河川改良に係る技術に関する調査統計及び報告に関すること。

局部改良・交通安全施設及び道路排水施設の新設・維持補修事業の調査・

市原土木事務所の所管区域のうち、市原市(旧南総町及び旧加茂村に限る。)

千葉県自然公園（笠森鶴舞自然公園及び養老渓谷奥清澄自然公園）に関す

３．

４．

５．

６．

７．

１．

１．

２．

３．

４．

１．

２．
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(1) 平成27・28年度歳入及び歳出決算

 

84,080,683 51,841,263 32,239,420
84,080,683 51,841,263 32,239,420
84,080,683 51,841,263 32,239,420
65,858,264 63,556,931 2,301,333
48,306,664 47,880,931 425,733

18,696 18,648 48
48,287,968 47,862,283 425,685
17,551,600 15,676,000 1,875,600
17,551,600 15,676,000 1,875,600

0 0 0
0 0 0
0 0 0

123,259 65,609 57,650
123,259 65,609 57,650
123,259 65,609 57,650

150,062,206 115,463,803 34,598,403

 

109,954,320 184,985,640 △ 75,031,320
109,954,320 184,985,640 △ 75,031,320
109,954,320 184,985,640 △ 75,031,320
46,088,040 62,240,400 △ 16,152,360
46,088,040 62,240,400 △ 16,152,360
46,088,040 62,240,400 △ 16,152,360

0 1,242,000 △ 1,242,000
0 1,242,000 △ 1,242,000
0 1,242,000 △ 1,242,000

1,905,101,023 1,600,596,292 304,504,731
17,629,988 14,396,559 3,233,429
6,383,900 8,258,983 △ 1,875,083
10,842,211 5,251,076 5,591,135

403,877 886,500 △ 482,623
1,502,787,037 1,230,036,576 272,750,461
1,189,644,458 1,007,754,357 181,890,101

137,518,800 125,925,699 11,593,101
175,623,779 96,356,520 79,267,259
384,683,998 317,751,237 66,932,761

909,115 5,883,840 △ 4,974,725
151,443,471 102,548,767 48,894,704
224,531,699 207,159,565 17,372,134
6,378,480 1,782,000 4,596,480
1,421,233 377,065 1,044,168

0 38,411,920 △ 38,411,920
0 38,411,920 △ 38,411,920
0 22,441,320 △ 22,441,320
0 15,970,600 △ 15,970,600

2,061,143,383 1,849,064,332 212,079,051

４．予算の概要

歳 入

歳 出

不 動 産 売 払 収 入

分担金及び負担
負 担 金

土 木 費 負 担 金
使用料及び手数

使 用 料
総 務 使 用 料
土 木 使 用 料

手 数 料

(単位：円)

証 紙 収 入
財 産 収 入

財 産 売 払 収 入

科 目 平成28年度

道 路 新 設 改 良 費

平成27年度 増減(△)

(単位：円)
平成28年度 平成27年度 増減(△)

諸 収 入
雑 入

雑 入
合 計

科 目

海 岸 保 全 費

合 計

商 工 費

土 木 事 務 所 費
用 地 対 策 費

道 路 橋 梁 費

土 木 費
土 木 管 理 費

土 木 総 務 費

道 路 維 持 費

河 川 総 務 費
河 川 改 良 費
砂 防 費

総 務 費
防 災 費

消 防 指 導 費
環 境 費

河川災害復旧費

環 境 費

災 害 復 旧 費
土木施設災害復旧費

道路橋梁災害復

自 然 保 護 費

観 光 費
観 光 費

水 防 費

橋 梁 維 持 費
河 川 海 岸 費

9



事業費 事業費

道路事業 198 106 道路事業 301 109
0 0 50 0

防災・安全交付金 57 0 防災・安全交付金 0 25
防災・安全交付金 8 53 防災・安全交付金 57 41
防災・安全交付金 31 20 防災・安全交付金 0 14
防災・安全交付金（交安） 61 26 防災・安全交付金（交安） 162 28
防災・安全交付金 10 7 防災・安全交付金 0 0

31 0 31 0
0 0 0 0

河川事業 136 87 河川事業 142 98
25 1 26 22
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0

91 86 96 32
20 0 20 43

334 193 443 207

事業費 事業費

道路事業 736 230 道路事業 713 105
124 6 56 21
24 7 12 3

270 0 283 6
9 27 9 17

50 12 107 1
18 2 12 0

121 0 110 0
44 154 70 8
8 0 8 0

68 22 44 45
0 0 0 0

河川事業 80 0 河川事業 87 16
29 0 21 15
25 0 23 0
1 0 2 0
0 0 0 0
4 0 4 0
7 0 8 0

13 0 28 1
1 0 0 0
0 51 0 0
2 0 1 0

129 0 324 0
947 281 1,127 121

1,281 474 1,571 329
備考：平成28年度予算は平成28年6月30日現在 備考：平成29年度予算は平成29年7月12日現在

災 害 復 旧 （ 道 路 ） 災 害 復 旧 （ 道 路 ）

県 単 計

道 路 改 良 （ 幹 線 ）
道 路 改 良 （ 一 般 ）
舗 装 道 路 修 繕
排 水 整 備
交 通 安 全 対 策
道 路 維 持
道 路 維 持 修 繕
橋 梁 修 繕

河 川 維 持
水 防

事 業 区 分

県単独事業 (単位：百万円)

道 路 管 理
災 害 防 止
道 路 交 通 情 勢 調 査

河 川 改 良
河 川 環 境 整 備
河 川 水 辺 環 境 整 備
河 川 調 査
砂 防 整 備
海 岸 整 備

総 合 流 域 防 災

事 業 区 分

大 福 山 遊 歩 道 等 整 備

災 害 復 旧 （ 河 川 ）
土砂災害防止（砂　防）
土砂災害防止（急傾斜）
土 砂 災 害 警 戒 対 策

公 共 計

大 福 山 遊 歩 道 等 整 備

災 害 防 止

土 砂 災 害 警 戒 対 策

県 単 計

補 助 ・ 県 単 合 計

射 撃 場 施 設 整 備

補 助 ・ 県 単 合 計

交 通 安 全 対 策
道 路 維 持
道 路 維 持 修 繕
橋 梁 修 繕
道 路 管 理

道 路 交 通 情 勢 調 査

河 川 改 良
河 川 環 境 整 備
河 川 水 辺 環 境 整 備
河 川 調 査
砂 防 整 備

射 撃 場 施 設 整 備

海 岸 整 備
河 川 維 持
水 防

道 路 改 良 （ 幹 線 ）
道 路 改 良 （ 一 般 ）
舗 装 道 路 修 繕
排 水 整 備

県単独事業 (単位：百万円)

(2) 平成28・29年度予算

国庫補助事業 国庫補助事業

社会資本整備総合交付金

広 域 河 川 改 修

平成29年度予算

事 業 区 分

社会資本整備総合交付金

(単位：百万円)

広 域 河 川 改 修

公 共 計

平成28年度予算

事 業 区 分

土砂災害防止（急傾斜）

総 合 流 域 防 災
災 害 復 旧 （ 河 川 ）
土砂災害防止（砂 防）

(単位：百万円)

(道路ストック)
(災害防除)
(舗装修繕)

(橋梁修繕)
石油貯蔵施設立地対策等交付金

(道路ストック)
(災害防除)
(舗装修繕)

(橋梁修繕)
石油貯蔵施設立地対策等交付金

(事務費除く) (事務費除く)
28年度

(事務費除く) (事務費除く)

消防学校、防災研修センター整備 消防学校、防災研修センター整備

繰越額 繰越額

繰越額 繰越額
28年度

27年度

27年度
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事 業 名

工 事 箇 所

〈概 要〉

事業費

延　長

幅　員 １式 １式

工　期

５．主な事業概要

(1) 道路事業

社会資本整備総合交付金事業

主要地方道　市原茂原線　新巻２工区　市原市新巻

　本路線は、内房地域の市原市と外房地域の茂原市を結ぶ幹線道路であることか
ら、近年交通量が増大している。当該区間について幅員が狭く大型車相互の通行
が困難であり、地域住民の生活にも大きな影響をきたしている。このため、交通
の円滑化を図るとともに、安全な交通を確保するため、現道拡幅による整備を進
めている。

340,000千円

全体計画 平成28年度迄実績 平成29年度計画

標　　準　　横　　断　　図

11,313千円事業費

（進捗率15％）

用地測量

工　　事　　箇　　所　　図

事業費

測量・設計

（進捗率12％）

 40,488千円

Ｌ＝1,370ｍ

Ｗ＝11.5ｍ

平成26年度～平成36年度

事業区間 L=1,370m

張りブロック工

千葉県型側溝CH25-400×500

千葉県型側溝CH25

1,
00
0

1,000

750 3,250

11,500 500

3,250 750 3,500

5.0%
Ｇr-Ｂ-4Ｅ

1:
1.
5

1:
1.
0

2.0% 2.0% 1.5%
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事 業 名

工 事 箇 所

〈概 要〉

事業費

延　長

幅　員

工　期 36,031m2

事業地管理 1式

社会資本整備総合交付金事業

主要地方道　市原茂原線　磯ヶ谷工区　市原市磯ヶ谷

　本路線は、内房地域の市原市と外房地域の茂原市を結ぶ幹線道路であることか
ら、近年交通量が増大している。当該区間について幅員が狭く大型車相互の通行
が困難であり、地域住民の生活にも大きな影響をきたしている。このため、交通
の円滑化を図るとともに、安全な通行を確保するため、バイパスの整備を進めて
いる。

950,000千円

全体計画 平成28年度迄実績 平成29年度計画

標　　準　　横　　断　　図

1,087千円事業費

（進捗率76％）

工　　事　　箇　　所　　図

事業費

（進捗率76％）

719,400千円

Ｌ＝2,160ｍ

Ｗ＝11.5ｍ

平成19年度～平成35年度

改良工 1,080m

用地買収

事業区間 L=2,160m

県型側溝-CH25-30-30

Gp-P-3E

Gr-B-4E

750 3,250 750

3,500 8,000

500 50011,500

1.0% 2.0% 2.0%

3,250

1:1.5

1:
1.

5
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事 業 名

工 事 箇 所

〈概 要〉

事業費

延　長 L=1,700m

幅　員 W=10.0m

工　期

3,159,000千円

1式

改 良 工 60m

用地測量 1式

社会資本整備交付金事業

主要地方道 市原天津小湊線　市原市田淵・国本

　本路線は、千葉・東京方面から房総半島の中央部を経て養老渓谷自然公園及び南房総

地域の観光地へのアクセス道路として機能する幹線道路であり、また、首都圏中央連絡

自動車道の開通後は、国道297号と一体となり一層大きな役割を果たしている。

　当該区間は、屈曲箇所の多い未改良道路であり、冬期には凍結による交通事故が多発

していることから、交通の円滑化と交通の安全確保を図るため、現道拡幅の整備を進め

ている。

全体計画 平成28年度迄実績 平成29年度計画

標　　準　　横　　断　　図

50,000千円事 業 費

（進捗率25％）

工　　事　　箇　　所　　図

事 業 費

（進捗率24％）

752,546千円

平成18年度
　～平成36年度(部分供用)

改 良 工 620m

用地買収

事業区間 L=1,700m

10,000

7,5002,500

750 3,000 3,000 750 500

510

2.0% 2.0%

1
:
0
.
5

1 .0%

県型側溝（CH25-30-30）A

縁石付側溝蓋

県型側溝（CH25-30-30）B
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事 業 名

工 事 箇 所

〈概 要〉

事業費

延　長 L=740m

幅　員 W=14.0m

工　期

標　　準　　横　　断　　図

30,000千円事 業 費

（進捗率41％）

工　　事　　箇　　所　　図

事 業 費

（進捗率37％）

241,898千円

平成21年度～平成35年度

調査設計 1式

用地補償

県単道路改良(幹線)事業

主要地方道 市原天津小湊線　江子田工区　市原市江子田

　本路線は、国道297号と一般県道 鶴舞牛久線を結ぶ牛久環状道路の一部となる幹線道
路である。
　牛久市街地に集中する国道297号、国道409号、主要地方道 市原天津小湊線及び一般
県道 鶴舞牛久線などの交通を分散し、渋滞緩和や安全性の向上を図るため、国道297号
と一般県道鶴舞牛久線を結ぶ、バイパス整備を進めています。

全体計画 平成28年度迄実績 平成29年度計画

654,000千円

1式

改 良 工 100m

用地補償 1式

事業区間 L=740m

1,000

500
500 2,500 1,250

自転車通行帯

3,250

14,000

3,250 1,250
自転車通行帯

2,500

500

1:
1.
0

Ｕ型側溝

地先境界ブロック 地先境界ブロック土留付側溝土留付側溝
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事 業 名

工 事 箇 所

〈概 要〉

事業費

延　長

幅　員 684m 120m

工　期 １式 １式

標　　準　　横　　断　　図

（進捗率74％）

工　　事　　箇　　所　　図

平成17年度～平成30年度

用地補償 

歩道工

用地補償 

（進捗率70％）

 58,000千円

Ｌ＝1,200ｍ

Ｗ＝3.5ｍ 歩道工

防災・安全交付金事業

主要地方道　五井本納線　市原市能満

　本路線は、市原市と茂原市を結ぶ地域経済活動を支え観光振興に寄与する幹線
道路であり、交通量が多く事故が多発しており、当該区間は事故危険箇所に指定
された箇所がある。
また、通学路に指定されているが歩道が未整備であり、歩行者や自転車が危険な
状況にあることから、安全な通行を確保するため、歩道の整備を進めている。

825,000千円

全体計画 平成28年度迄実績 平成29年度計画

30,000千円事業費事業費

事業区間 L=1,200m

縁石付蓋（h=200）

1.0%

500
千葉県型側溝

CH-25-30-30

5003,500 3,000 3,000 1,000

500 11,000
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事 業 名

工 事 箇 所

〈概 要〉

事業費

延　長

幅　員

工　期

標　　準　　横　　断　　図

125,671千円事業費

（進捗率85％）

工　　事　　箇　　所　　図

事業費

（進捗率85％）

62,900千円

Ｌ＝1,010ｍ

Ｗ＝3.5ｍ

平成9年度～平成31年度

歩道工 700m

用地補償

防災・安全交付金事業

一般国道297号　市原市牛久

　当該箇所は、国道297号、国道409号、主要地方道市原天津小湊線及び一般県道鶴舞牛

久線が放射状に伸びている米沢交差点があり、近くに小湊鐵道の踏切もあることから、

慢性的な交通渋滞が発生していた。

　このことから米沢交差点の改良工事を実施し、平成２４年度に概成した。

　また、周辺に中学校や高等学校があり、通学路としても利用されているが、歩道が狭

く危険な状況にあることから、歩行者の安全な通行を確保するため、歩道の整備を進め

ている。

741,000千円

全体計画 平成28年度迄実績 平成29年度計画

1式

用地補償 1式

事業区間 L=1,010m

15,000

8,000

7,682

3,2503,250 750

510

3,500

3,029 120

159

500

1,000

3,500

3,029 510

750

159

500 500

1,000

120

500

-1.0％-1.0％

FH＝-0.077 FH＝±0.000 FH＝-0.077

-2.0％-2.0％

FH＝+0.004FH＝+0.004 LC
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事 業 名

工 事 箇 所

〈概 要〉

事業費

延　長

河川幅

河道工

築堤工

橋　梁

堰

床止工

用　地

工　期

事業費

延　長

河道工

用　地

工　期

(2) 河川事業

3,600m

2橋

広域河川改修下流区間・床上浸水対策特別緊急事業

広域河川改修事業

二級河川　養老川　市原市五井

　養老川は、清澄山系に源を発し、蛇行を繰り返しながら、古敷谷川、平蔵川、内田川
の支川と合流し、市原市を南北に貫流して東京湾に注ぐ流路延長75㎞、流域面積約243
㎢の本県を代表する二級河川である。
　この河川は、治水事業として明治から昭和30年代まで二線堤を造るなど地域の保全に
努めてきたが、昭和45年７月の大洪水を契機に、更なる河川断面の拡幅により、治水安
全度向上を図るため、養老大橋（国道16号）からＪＲ内房線橋梁までの3,600ｍ区間を
昭和46年度から河川改修事業を進めてきた。
　しかしながら市街化の進展や土地利用の変化に伴う流出量の増大、流出時間の短縮な
ど治水安全度が低下してきている。
　このような状況の中で、平成元年８月の豪雨による約1,020戸の浸水被害を受けて、
上流の柳原橋から権現堂橋までの2,860ｍ区間に平成６年度から広域河川改修事業を導
入している。（現在事業は休止）また、平成８年９月の台風17号による約800戸の浸水
被害を受け、平成８年度から11年度の期間に災害復旧助成事業をＪＲ内房線橋梁から東
関東自動車道廿五里橋の1,800ｍ区間に導入するとともに、平成11年度から16年度まで
の期間で現在実施している広域河川改修事業区間の中に床上浸水対策特別緊急事業を導
入した。
　現在、広域河川改修事業により治水安全度の向上を図るため、河道掘削工を進めてい
る。

13,957,000千円

全体計画 平成28年度迄実績 平成29年度計画

26,000千円事業費

（進捗率84％）

事業費

（進捗率84％）

 11,665,700千円

2基

328,650m2

昭和46年度～

用　地

築堤工

橋　梁

堰

床止工

河道掘削

200m

3,600m

3,600m

1基

328,650m2

3,600m

2橋

1基

2基

1式

河道掘削 3,600m3

｛床上浸水対策特別緊急（上記計画に含む）｝

広域河川改修（平成６年度～）上流区間

全体計画 平成10年度迄実績 平成11年度以降

2,860m （進捗率3％）

2,400,000千円 事業費 80,000千円 休止中

2,860m 調　査 1式

平成6年度～

146,900m2
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流 域 面 積 242.6㎢

流 路 延 長 75.0㎞

基 本 高 水 2,000㎥/s

計画洪水流量 1,800（1,100）㎥/s

比 流 量 7.32（4.47）㎥/s/㎢

計画時間雨量 77（52）㎜ /h

確 率 規 模 1/100（1/12.5）

流 量 算 定 法 総合単位図法

※（　　）は暫定

養　老　川　河　川　概　要　図

流量配分図（m3/s）

東
京
湾

養
老
橋

安
須
橋

〈1,850〉

〈
14
0〉

〈
26
0〉

1,800
1,650

830 1,110
(1,100)

養老川
高
滝
ダ
ム

内
田
川

平
蔵
川

〈　〉基本高水

(　) 暫定計画

〈2,000〉

裸書計画高水

200.004.0～ 4.0～

76.0

85.6

暫定計画

将来計画
(Q=1,100m3/S) 暫定計画河床

将来計画河床Q=1,800m3/S

2.
4
5.
10

1:
2 1:

2

1:2

1.
0

H , W , L

代表横断図（広域基幹・床上）

東
京
湾

養
老
大
橋

五
井
大
橋 養

老
橋

国
道
16
号

中
瀬
橋

JR
内
房
線

至
木
更
津

至
千
葉

東
関
道

柳
原
橋

権
現
堂
橋

安
須
橋 楓

橋

広域河川改修3,600m(下流区間) 災害復旧助成
1,800m(H8～H11)

広域河川改修
2,860m

(上流区間)

災害復旧助成

養老川村田川改修事務所で施工
床上浸水対策特別緊急事業

L=1,800m(H11～H16)

(H6～　)

H10～休止

市原市

関公 1,875m

(S.58～H9)

(S.46～　) 13,700m(H元～H5)

18



事 業 名

工 事 箇 所

〈概 要〉

事業費

延　長

築堤工

護岸工

掘削工

橋　梁

用　地

工　期

用　地

735m

2,870m

10橋

総合流域防災事業

二級河川　椎津川　市原市不入斗

　椎津川は、市原市深城地先を源とする深城川と豊成付近を源とする不入斗川が合流す
る不入斗地先を上流端とし、途中で片又木川と合流しながらＪＲ姉ケ崎駅前の市街地を
流下して、東京湾に流入している流域面積21.41㎢、流路延長7.1㎞（指定延長4.1㎞）
の二級河川である。
　椎津川水系における治水事業は、昭和44年の水理調書を基に下流から随時、河道改修
が進められ、川間橋から下流区間については昭和61年の工事実施基本計画に基づき、
1/50規模の河道改修を実施した。
　また、川間橋から片又木川合流点までの区間については、暫定改修として1/20規模の
改修が概成したところである。
　浸水被害状況としては、昭和57年９月10日、昭和59年８月13日、昭和61年８月２日等
の洪水において多くの家屋が被害を受け、また、近年では平成８年９月22日洪水におい
て122戸の家屋が被害を被っている。
　特に片又木川合流点から不入斗川にかけての上流区間は、下流区間に比べて極端に洪
水流下能力が低く、毎年のように被害を生じており、早急な整備が望まれていることか
ら、当該区間735ｍにおいて平成20年度から総合流域防災事業により整備を進めている
ところであるが、岡田橋から上流の区間は平成26年度より事業を休止している。

2,997,000千円

全体計画 平成28年度迄実績 平成29年度計画

休止中

工　　事　　箇　　所　　図

事業費

（進捗率81％）

2,413,300千円

2,885m

昭和45年度～

53,563m2

2,430m

1,430m

9橋

47,863m2

1,870m

護岸工

掘削工

橋　梁

ＪＲ内房線

①ＪＲ橋

②姉崎橋

③横町橋

④横手橋

⑤砂子橋

⑥
川
間
橋

⑦勾当橋

⑧堀内橋

⑨堀之内橋

⑩岡田橋 深城川

片
又
木
川

不
入
斗
川

H8.9.22
床上浸水 66戸
床下浸水 56戸
浸水面積 56ha

A=21.4km2
i=1/250～500
W=1/10(1/50～1/20)

総合流域防災事業 L=2,885m

総流防 L=750m 関公 L=1,150m(S59～H15) 総流防 L=985m

一連区間 L=735m

概略平面図

H26から
休止

L=400m 完成 L=335m
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事 業 名

工 事 箇 所

〈概 要〉

事業費

延　長

法枠工

工　期

標　　準　　横　　断　　図

96,667千円事業費

（進捗率23％）

工　　事　　箇　　所　　図

事業費

（進捗率 10％）

68,056千円

Ｌ＝600ｍ

A＝6,045m2

平成25年度～平成32年度

法枠工 A=632ｍ2

土砂災害防止（急傾斜）事業

急傾斜地崩壊危険区域　辰巳台

　当該箇所は、ＪＲ八幡宿駅の南東方向約2.5㎞、市原市辰巳台に位置している
東向きの自然斜面であり、崖上は宅地開発による住宅地が広がり、崖下は古くか
らの人家が連担している。
　崖の状況としては、高さが約31ｍ、勾配が約59度であり、崖下に保全人家10戸
を有している。
　近年の異常気象による集中豪雨等により斜面崩壊が進み、土砂災害の危険性が
あることから、早急に崩壊対策を実施する必要がある。

650,000千円

全体計画 平成28年度迄実績 平成29年度計画

法枠工 A=1,350m2

事業区間 L=600m

1:0.5

)

4,
3
23

枠
内
工
:植

生
基
材
吹
付
(t=5cm

4
63
5

法
面
部
+(小

段
部
1.0m+補

強
土
天
端
0.3m)

350

2,150

5,4685,957

削
孔
径
\φ

90mm,水
平
打
設
間
隔
@1.5m

4.
5m

4.
5m

4.
5m

4 .
5m

4 .
5 m

4.
5 m

1:1.2

1:0.8

500

5％

2.
0m

す
べ
り
面

す
べ
り
面

15.00

20.00

25.00

30.00

削
孔
径
\φ

90mm,水
平
打
設
間
隔
@1.5m

5,745

1,500 下部すべり

削
孔
径
\
φ
9
0
m
m

水
平
打
設
間
隔
@
1
.
5
m

L
=
3
.
5
m
/
本

500

人力切崩し

(土砂)

 

2
,
7
2
9

5,950

15.00

20.00

25.00

30.00

鉄筋挿入工
孔口基準高 EL=25.00m

枠
内
工
:
植
生
基
材
吹
付
(
t
=
3
c
m
)

枠
内
工
:植

生
基
材
吹
付
(t=3cm)

上部すべり

鉄筋挿入工

プレート付アンカー

D19,L=1.2m/本,@1.5\×1.5m

片切掘削
(土砂)

1
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県 管 理 ( ｍ )

14,145

39,593

10,982

50,575 14,145

実 延 長 ( ｍ )

90,738

13 17,496

14 10,655

21 18,249

24 18,098

32 8,959

81 17,281

96,340

126 2,959

128 6,906

130 2,699

132 1,133

139 4,065

140 3,463

141 1,662

143 3,477

君津市市場

鴨川市天津

市原市姉崎

６．管内道路、河川の現況

（平成２９年４月１日現在）

館山市北条

木更津市長須

(1) 管内道路

一　般　国　道

実延長（旧道含む）
終 点

富津市富津

市原市八幡

成田市並木町

路 線 名

袖ケ浦市坂戸市場

主要地方道・一般県道

市原市潤井戸

市原市金剛地

市原市廿五里

市原市山倉

市原市今富

茂原市高師

茂原市本納

鴨川市横須賀

路 線 名

茂原市本町

主要地方道　　　６路線

起 点

終 点起 点

国 道 16 号

国 道 297 号

国 道 409 号

野田市中野台

大多喜町三又

市原市牛久

千葉鴨川線

大多喜君津線

市原天津小湊線

市原市菊間

千葉市誉田停車場

千葉市誉田停車場

計

市原市五井

市原茂原線

千葉茂原線

五井本納線

八幡菊間線 市原市八幡

日吉誉田停車場線 長柄町日吉

一般県道　　24路線

千葉市土気停車場

南総昭和線 市原市馬立

茂原五井線 茂原市上茂原

五井山倉線 市原市村上

五井町田線 市原市五井

国土交通省管理(m)

千葉市中央区塩田町

千葉市中央区登戸町

誉田停車場潤井戸線

土気停車場金剛地線

路線番号
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実 延 長 ( ｍ )

144 7,685

148 1,239

160 4,159

168 7,481

169 4,061

171 10,918

172 7,862

173 7,342

220 115

221 217

223 94

243 1,334

284 4,472

287 2,404

292 8,387

300 2,206

実 延 長 ( ｍ )

67 2,324

468 8,000

1130 18,300

32 路 線 237,653

君津市三直

路 線 名 起 点 終 点

有料道路

合 計 36 路 線

生実本納線
千葉市中央区生実

280,422

茂原市大沢

首都圏中央連絡
　　　　自動車道

神奈川県横浜市
金沢区
（釜利谷ＪＣＴ）

千葉県木更津市
（木更津ＪＣＴ）

五井停車場線 市原市五井停車場

上高根北袖線 市原市上高根

牛久停車場線 市原市牛久停車場

市原埠頭線 市原市八幡

鶴舞牛久線

犬成海士有木線

市原市鶴舞

袖ケ浦市奈良輪

市原市犬成

大多喜里見線 大多喜町泉水 市原市月出

市原市月出

市原市八幡停車場

市原市徳氏

南総馬来田線

加茂長南線

南総姉崎線

南総一宮線

加茂木更津線

市原市平蔵

市原市徳氏

終 点起 点

市原市牛久

路 線 名

一宮町一宮

木更津市新田

木更津市地蔵堂

長南町蔵持

市原市上高根

南総月出線 市原市養老

八幡宿停車場線

市原市鶴舞

市原市皆吉

市原市姉崎停車場

袖ケ浦市北袖

市原市八幡

市原市五井

市原市牛久

市原市八幡

市原市不入斗

市原市海土有木

路線番号

木更津市馬来田停車場

東関東自動車道館山線
(東日本高速道路㈱
　市原管理事務所)

千葉市中央区浜野町

県管理延長

路線番号

鶴舞馬来田停車場線

袖ケ浦姉崎停車場線

(千葉県道路公社)
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流路延長(m)

村田川 20,800 104.1  S37. 6. 8

〃 12,000 (25.5) H 6.12.13

〃 8,130 (12.4) S47. 4.18

〃 4,300 (16.1) S63. 1.26

〃 1,500 S63. 1.26

養老川 75,000 242.6  S 4. 9.20

〃 8,100 (15.4) S63. 4. 1

〃 25,000 (29.4) S 4. 9.20

〃 18,000 (16.2) S40. 3.31

前 川 4,900 6.4  S35. 4. 1

椎津川 7,100 17.9  S40. 3.31 H13 3..30

184,830 371.0  

139.58

42.45

68.16

26.00

18.14

1.88

296.21

115 S58.11.29

263 H 2. 8.31

264 H 2. 8.31

265 H 2. 8.31

315 H 6. 2.18

372 H10. 3.13

456 H15. 5. 9

515 H23. 6. 7

529 H26.11. 7

計

河川名 指定延長(m) 告示年月日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

左・右岸

〃

〃

〃

3,000

1,450

4,070

二級河川

(2)管内河川

養 老 川

水系名

計 11河川

水系名 渓流名

古 敷 谷 川

古 敷 谷 川

前 川

椎 津 川

村 田 川

神 崎 川

支川村田川

瀬 又 川

ミ カ ダ 川

養 老 川 〃

〃

〃

〃

内 田 川

平 蔵 川

S63. 3.18

(3)管内砂防指定地

番号

辰 巳 台

区域名

告示年月日

S48. 8.13

S48. 8.13

S48. 8.13

S53. 7.17

S54. 4.12

4,350

1,950

2,110

4,040

4,370

1,380

18,200

延長(m)

芋 原 川

沢 川

西 川

浦 白 川

片 又 木

吉 沢

17,481

3,900

8,130

1,275

73,391

1,200

5,327

潤 井 戸

勝 間 の 1

勝 間 の 2

大 厩

奉 免

奥 野

梅 ケ 瀬 川

〃

〃

計

告示第117号

告示第209号

　〃　片又木

　〃　吉　沢

面積(m2)

36,842.76

3,367.04

15,815.01

7,605.82

11,091.55

12,452.60

20,136.00

　〃　潤井戸

　〃　勝　間

　〃　勝　間

　〃　大　厩

　〃　奉　免

　〃　奥　野

市町村大字

市原市辰巳台

東京湾 八幡・姉崎 五井・姉崎 5,785

(5)国土交通省所管海岸保全区域指定

( )内は管内延長
( )内の流域面積は水系の内数

告示第470号

告示第438号

告示第707号

(4)急傾斜崩壊危険区域指定

沿岸名 海岸名 地区海岸名 延長(m)

30,418.08

17,891.32

155,620.18

指定年月日及び告示番号

告示第945号

告示第712号

告示第712号

告示第712号

流域面積(km2)

 (975)
1,500

(120,199)
 120,724

(瀬又川に含む)

S 4. 9.20
S43. 3.27

S45. 6. 1
S49. 5.24

T 6. 1. 9
S40. 3.31

指定面積(ha)
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永久橋 隧 道

改良済(m) 舗装道(m) 橋 数 隧道数

( 比 率 %) ( 比 率 %) 延長(m) 延長(m)

64,720 64,720 34 0

(100.0) (100.0) 1,466 0

14,145 14,145 7 0

(100.0) (100.0) 433 0

50,575 50,575 27 0

(100.0) (100.0) 1,033 0

87,606 90,738 39 2

(96.5) (100.0) 1,483 279

85,507 95,916 31 9

(88.8) (99.6) 1,494 882

0 0

0 0

28,624 28,624 38 2

(100.0) (100.0) 3,808 1,622

266,457 279,998 142 13

(95.0) (99.8) 8,251 2,783

(平成２９年４月１日現在)

直轄管理区間

県 管 理 区 間

3

1

2

砂利道(m)

道 路

種 類 別 延 長

摘 要

内

訳

0

未改良(m)

内 訳

実 延 長

0

0

0

64,720

14,145

50,575

道 路 種 別

0

0

一 般 国 道

0

(国)16号

(国)297号
(国)409号

424

有 料 道 路 3 28,624 0 0

00 0

一 般 県 道 24 96,340 10,833 424

７．道路現況調、河川現況調、砂防河川現況調

(1)道路現況調

計 36 280,422 13,965

自 転 車 道 0 0 0

主 要 地 方 道 6 90,738 3,132

路
線
数 延長 (m)

千葉外房有料道路
東関東自動車道
首都圏中央連絡自動車道
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延長(m)

右岸 10,779 (62%) 右岸 6,702
左岸 10,745 (61%) 左岸 6,736

右岸 3,900 (100%) 右岸 0
左岸 3,900 (100%) 左岸 0 改良計画延長

右岸 3,738 (46%) 右岸 4,392
左岸 3,738 (46%) 左岸 4,392

右岸 0 (0%) 右岸 1,275
左岸 0 (0%) 左岸 1,275

(975) 右岸 0 (0%) 右岸 1,500

1,500 左岸 0 (0%) 左岸 1,500

右岸 15,914 (22%) 右岸 57,477
左岸 18,046 (25%) 左岸 55,345

右岸 0 (0%) 右岸 1,200
左岸 0 (0%) 左岸 1,200

右岸 0 (0%) 右岸 5,327
左岸 0 (0%) 左岸 5,327

右岸 0 (0%) 右岸 3,000
左岸 0 (0%) 左岸 3,000

右岸 1,450 (100%) 右岸 0
左岸 1,450 (100%) 左岸 0

右岸 3,200 (79%) 右岸 870
左岸 3,346 (82%) 左岸 724

(120,199) 右岸 38,981 (32%) 右岸 81,743
120,724 左岸 41,225 (34%) 左岸 79,499

(平成２９年４月１日現在)

市原市施工

(  )内は管内延長計

〃 椎 津 川 椎 津 川 4,070 改良計画延長 3,020m

〃 前 川 前 川 1,450 改良計画延長 1,450m

〃 〃 平 蔵 川 5,327

〃 〃 古 敷 谷 川 3,000

〃 養 老 川 養 老 川 73,391 改良計画延長 21,960m

〃 〃 内 田 川 1,200

〃 〃 ミ カ ダ 川
延長は防災調節池まで
指定延長はその上流更に525m

〃 〃 瀬 又 川 1,275

摘 要

〃 〃 支 川 村 田 川 8,130 4,860m改良計画延長

改良計画延長 10,625m

〃 〃 神 崎 川 3,900 3,900m

二級河川 村 田 川 村 田 川 17,481

未改良(m)

実 延 長
級 別 水 系 別 河 川 名

改良済(m)　比率(%)

(2)河川現況調
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(平成２９年４月１日現在)

延長(m) 改良済(m) (比率) 未改良(m)

S48.8.13

建告第1732号

ダム工5基

S48.8.13

建告第1732号

ダム工6基

S48.8.13

建告第1732号

ダム工3基

S53.7.17

建告第1193号

ダム工1基

S54.4.12

建告第842号

ダム工2基

S63.3.18

建告第805号

ダム工1基

級 別 水 系 別 河 川 名
実 延 長

(3)砂防河川現況調

1,469

〃 〃 芋 原 川 1,950 1,140 (58%) 810

二 級 河 川 養 老 川 古 敷 谷 川 4,350 2,881 (66%)

〃 〃 沢 川 2,110 1,700

〃 〃 西 川 4,040 3,764

浦 白 川 4,370 3,606 (83%)

410

(93%) 276

(81%)

4,938計

摘 要

18,200 13,262 (73%)

764

〃 〃 梅 ケ 瀬 川 1,380 171 (12%) 1,209

〃 〃

26



NO 道路橋名 （ﾌﾘｶﾞﾅ） 路線名
架設
年次

橋長
(m)

幅員
(m)

緊急
輸送道

備考

1 無名橋1 (ﾑﾒｲｷｮｳ1) 国道２９７号 不明 2.3 17.9 一次 溝橋(ｶﾙﾊﾞｰﾄ)

2 上畑橋 (ｶﾝﾊﾞﾀﾊﾞｼ) 国道２９７号 1990 19.9 13.0 一次

3 野中橋 (ﾉﾅｶﾊﾞｼ) 国道２９７号 1951 5.9 10.3 一次 溝橋(ｶﾙﾊﾞｰﾄ)

4 平蔵橋 (ﾍｲｿﾞｳﾊﾞｼ) 国道２９７号 2009 33.0 11.0 一次

5 阪本橋 (ｻｶﾓﾄﾊﾞｼ) 国道２９７号 1984 15.6 10.5 一次

6 桟道橋 (ｻﾝﾄﾞｳｷｮｳ) 国道２９７号 不明 105.0 3.5 一次

7 無名橋2 (ﾑﾒｲｷｮｳ2) 国道２９７号 不明 2.6 10.6 一次

8 中橋 (ﾅｶﾊﾞｼ) 国道２９７号 1954 10.2 7.1 一次

9 中橋側道橋（上り） (ﾅｶﾊﾞｼｿｸﾄﾞｳｷｮｳ(ﾉﾎﾞﾘ)) 国道２９７号 不明 10.0 2.5 無し

10 中橋側道橋（下り） (ﾅｶﾊﾞｼｿｸﾄﾞｳｷｮｳ(ｸﾀﾞﾘ)) 国道２９７号 1977 10.5 2.0 無し

11 新手綱橋 (ｼﾝﾀﾂﾞﾅﾊﾞｼ) 国道２９７号 1974 70.0 10.3 一次

12 根本橋 (ﾈﾓﾄﾊﾞｼ) 国道２９７号 1962 9.5 8.4 一次

13 根本橋側道橋 (ﾈﾓﾄﾊﾞｼｿｸﾄﾞｳｷｮｳ) 国道２９７号 不明 9.5 3.8 無し

14 水神橋 (ｽｲｼﾞﾝﾊﾞｼ) 国道２９７号 1979 9.0 11.5 一次 溝橋(ｶﾙﾊﾞｰﾄ)

15 上養老橋 (ｶﾐﾖｳﾛｳﾊﾞｼ) 国道２９７号 1995 110.4 17.0 一次

16 前川橋 (ﾏｴｶﾜﾊﾞｼ) 国道２９７号 1962 7.5 7.6 一次

17 向川橋 (ﾑｺｳｶﾞﾜﾊﾞｼ) 国道２９７号 1996 4.5 8.8 一次

18 大宮橋 (ｵｵﾐﾔﾊﾞｼ) 国道２９７号 1984 18.6 12.5 一次

19 新橋 (ｼﾝﾊﾞｼ) 国道２９７号 1932 10.4 9.5 一次

20 辰巳橋 (ﾀﾂﾐﾊﾞｼ) 国道２９７号 1964 11.4 15.0 一次

21 市原橋 (ｲﾁﾊﾗﾊﾞｼ) 国道２９７号 1986 40.5 26.6 一次

22 西広橋（上り線） (ｻｲﾋﾛﾊﾞｼ(ﾉﾎﾞﾘｾﾝ)) 国道２９７号バイパス 1989 141.0 10.3 二次

23 西広橋（下り線） (ｻｲﾋﾛﾊﾞｼ(ｸﾀﾞﾘｾﾝ)) 国道２９７号バイパス 1999 141.0 10.3 二次

24 養老橋 (ﾖｳﾛｳﾊﾞｼ) 国道２９７号バイパス 1998 203.0 24.0 二次

25 新生橋 (ｼﾝｾｲﾊﾞｼ) 国道２９７号バイパス 1955 2.9 14.4 二次

26 浅井橋 (ｱｻｲﾊﾞｼ) 国道２９７号バイパス 1994 98.4 14.0 二次

(平成２９年４月１日現在)

８．道路施設

（１）橋梁
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NO 道路橋名 （ﾌﾘｶﾞﾅ） 路線名
架設
年次

橋長
(m)

幅員
(m)

緊急
輸送道

備考

27 栢橋 (ｶﾔﾊﾞｼ) 国道４０９号 1972 12.5 8.3 一次

28 栢橋側道橋 (ｶﾔﾊﾞｼｿｸﾄﾞｳｷｮｳ) 国道４０９号 1992 12.5 2.5 無し

29 江川橋 (ｴｶﾞﾜﾊﾞｼ) 国道４０９号 1980 36.5 10.5 一次

30 楓橋 (ｶｴﾃﾞﾊﾞｼ) 国道４０９号 1997 74.6 14.0 一次

31 忠志橋 (ﾁｭｳｼﾞﾊﾞｼ) 国道４０９号 1968 12.6 7.5 一次

32 忠志橋側道橋 (ﾁｭｳｼﾊﾞｼｿｸﾄﾞｳｷｮｳ) 国道４０９号 1982 12.6 2.0 無し

33 町木橋 (ﾏﾁｷﾊﾞｼ) 国道４０９号 1962 7.5 7.5 一次

34 町木橋側道橋 (ﾏﾁｷﾊﾞｼｿｸﾄﾞｳｷｮｳ) 国道４０９号 1983 7.5 2.0 無し

35 桜橋 (ｻｸﾗﾊﾞｼ) 国道４０９号 1990 9.3 12.5 一次

36 堀越橋 (ﾎﾘｺｼﾊﾞｼ) 国道４０９号 1964 18.0 7.5 一次

37 堀越橋側道橋 (ﾎﾘｺｼﾊﾞｼｿｸﾄﾞｳｷｮｳ) 国道４０９号 1987 17.6 2.5 無し

38 高橋 (ﾀｶﾊﾞｼ) 国道４０９号 1965 16.6 7.5 一次

39 高橋側道橋 (ﾀｶﾊﾞｼｿｸﾄﾞｳｷｮｳ) 国道４０９号 1987 16.6 2.5 無し

40 藤根橋 (ﾌｼﾞﾈﾊﾞｼ) 県道市原茂原線 1964 20.0 15.0 一次

41 鐙田跨線橋 (ｱﾌﾞﾐﾀﾞｺｾﾝｷｮｳ) 県道市原茂原線 1987 120.9 7.0 一次

42 無名橋144 (ﾑﾒｲｷｮｳ144) 県道市原茂原線 不明 2.5 7.0 二次 溝橋(ｶﾙﾊﾞｰﾄ)

43 海保橋 (ｶｲﾎﾊﾞｼ) 県道市原茂原線 1950 2.1 7.7 二次

44 神代橋 (ｶｼﾞﾛﾊﾞｼ) 県道市原茂原線 1961 3.2 11.1 二次

45 神代橋側道橋（下り線） (ｼﾞﾝﾀﾞｲﾊﾞｼｿｸﾄﾞｳｷｮｳ(ｸﾀﾞﾘｾﾝ)) 県道市原茂原線 不明 3.6 1.3 無し

46 中谷原橋 (ﾅｶﾔﾊﾗﾊﾞｼ) 県道市原茂原線 1957 3.4 6.5 無し

47 中谷原橋側道橋（上り線） (ﾅｶﾔﾊﾗﾊﾞｼｿｸﾄﾞｳｷｮｳ(ﾉﾎﾞﾘｾﾝ)) 県道市原茂原線 1971 11.8 1.1 無し

48 五土橋 (ｺﾞﾋﾞﾊﾞｼ) 県道千葉茂原線 不明 5.0 6.3 二次

49 五土橋側道橋（上り） (ｺﾞﾋﾞﾊﾞｼｿｸﾄﾞｳｷｮｳ(ﾉﾎﾞﾘ)) 県道千葉茂原線 不明 5.1 1.2 無し

50 草刈橋 (ｸｻｶﾘﾊﾞｼ) 県道千葉茂原線 1968 47.0 10.0 二次

51 中川橋 (ﾅｶｶﾞﾜﾊﾞｼ) 県道千葉茂原線 1966 8.4 10.1 二次

52 中川橋側道橋（上り） (ﾅｶｶﾞﾜﾊﾞｼｿｸﾄﾞｳｷｮｳ(ﾉﾎﾞﾘ)) 県道千葉茂原線 不明 8.4 2.0 無し

53 中川橋側道橋（下り） (ﾅｶｶﾞﾜﾊﾞｼｿｸﾄﾞｳｷｮｳ(ｸﾀﾞﾘ)) 県道千葉茂原線 1983 14.5 2.0 無し

54 大厩橋 (ｵｵｳﾏﾔﾊﾞｼ) 県道千葉茂原線 1963 3.6 13.1 二次

55 小湊跨線橋 (ｺﾐﾅﾄｺｾﾝｷｮｳ) 県道五井本納線 1991 23.0 12.0 無し
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NO 道路橋名 （ﾌﾘｶﾞﾅ） 路線名
架設
年次

橋長
(m)

幅員
(m)

緊急
輸送道

備考

56 谷添橋 (ﾔｿﾞｴﾊﾞｼ) 県道五井本納線 1991 17.1 12.0 無し

57 神崎橋 (ｶﾝｻﾞｷﾊﾞｼ) 県道五井本納線 2001 26.5 14.6 無し

58 富士宮橋 (ﾌｼﾞﾐﾔﾊﾞｼ) 県道五井本納線 1965 10.6 6.0 無し

59 村上橋 (ﾑﾗｶﾐﾊﾞｼ) 県道五井本納線 1971 4.5 7.0 無し

60 金森橋 (ｶﾅﾓﾘﾊﾞｼ) 県道五井本納線 1961 4.2 7.4 無し

61 新村田橋 (ｼﾝﾑﾗﾀﾊﾞｼ) 県道千葉鴨川線 1984 50.4 12.0 無し

62 池田橋 (ｲｹﾀﾞﾊﾞｼ) 県道千葉鴨川線 1951 7.0 8.2 無し

63 二子橋 (ﾌﾀｺﾞﾊﾞｼ) 県道千葉鴨川線 1934 3.0 6.0 無し

64 八幡橋 (ﾔﾜﾀﾊﾞｼ) 県道千葉鴨川線 1985 12.8 13.5 無し 溝橋(ｶﾙﾊﾞｰﾄ)

65 北川橋 (ｷﾀｶﾞﾜﾊﾞｼ) 県道千葉鴨川線 2005 6.8 5.5 無し

66 金杉橋 (ｶﾅｽｷﾞﾊﾞｼ) 県道千葉鴨川線 1938 6.1 6.1 無し

67 白金橋 (ｼﾛｶﾞﾈﾊｼ) 県道千葉鴨川線 1965 9.4 18.7 無し

68 大みよ橋 (ｵｵﾐﾖﾊｼ) 県道千葉鴨川線 1978 22.3 18.8 無し

69 高場第二橋 (ﾀｶﾊﾞﾀﾞｲﾆﾊｼ) 県道千葉鴨川線 不明 14.3 20.1 無し

70 島穴橋 (ｼﾏｱﾅﾊﾞｼ) 県道千葉鴨川線 2001 31.8 10.5 無し

71 白塚跨線橋 (ｼﾗﾂｶｺｾﾝｷｮｳ) 県道千葉鴨川線 1964 12.5 7.0 無し

72 白塚側道橋 (ｼﾗﾂｶｿｸﾄﾞｳｷｮｳ) 県道千葉鴨川線 1996 12.5 2.5 無し

73 新栄橋 (ｼﾝｻｶｴﾊﾞｼ) 県道千葉鴨川線 1964 9.8 6.0 無し

74 無名橋3 (ﾑﾒｲｷｮｳ3) 県道千葉鴨川線 不明 3.5 34.1 一次

75 不田橋 (ﾌﾀﾞﾊﾞｼ) 県道千葉鴨川線 1962 2.2 21.0 一次 溝橋(ｶﾙﾊﾞｰﾄ)

76 白谷橋（上り） (ｼﾗﾔﾊﾞｼ(ﾉﾎﾞﾘ)) 県道千葉鴨川線 1984 19.0 10.0 一次

77 白谷橋（下り） (ｼﾗﾔﾊﾞｼ(ｸﾀﾞﾘ)) 県道千葉鴨川線 1984 19.0 10.0 一次

78 無名橋4 (ﾑﾒｲｷｮｳ4) 県道千葉鴨川線 1965 3.0 7.8 一次

79 無名橋4側道橋 (ﾑﾒｲｷｮｳ4ｿｸﾄﾞｳｷｮｳ) 県道千葉鴨川線 不明 6.3 1.9 無し

80 石神橋 (ｲｼｶﾞﾐﾊﾞｼ) 県道大多喜君津線 1968 14.6 6.0 無し

81 折津橋 (ｵﾘﾂﾞﾊﾞｼ) 県道大多喜君津線 1981 56.5 10.0 無し

82 大国橋 (ﾀﾞｲｺｸﾊﾞｼ) 県道大多喜君津線 1961 58.3 6.0 無し

83 柳川橋(新) (ﾔﾅｶﾞﾜﾊﾞｼ(ｼﾝ)) 県道大多喜君津線 1998 18.2 11.5 無し

84 下川橋 (ｼﾓｶﾜﾊﾞｼ) 県道市原天津小湊線 1963 32.0 6.5 無し
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橋長
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緊急
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85 川間橋 (ｶﾜﾏﾊﾞｼ) 県道市原天津小湊線 1956 45.0 6.0 無し

86 新幸田橋 (ｼﾝｺｳﾀﾞﾊﾞｼ) 県道市原天津小湊線 1973 75.0 9.5 無し

87 北崎橋 (ｷﾀｻﾞｷﾊﾞｼ) 県道市原天津小湊線 1982 121.5 12.0 無し

88 平野橋 (ﾋﾗﾉﾊﾞｼ) 県道市原天津小湊線 1987 14.9 12.0 無し

89 里見橋 (ｻﾄﾐﾊﾞｼ) 県道市原天津小湊線 1988 116.0 11.9 無し

90 日の崎大橋 (ﾋﾉｻｷｵｵﾊｼ) 県道市原天津小湊線 1985 150.0 12.0 無し

91 月崎橋 (ﾂｷｻﾞｷﾊﾞｼ) 県道市原天津小湊線 1976 9.5 11.9 無し 溝橋(ｶﾙﾊﾞｰﾄ)

92 境橋 (ｻｶｲﾊﾞｼ) 県道市原天津小湊線 1976 109.8 11.5 無し

93 古町橋 (ｺﾏﾁﾊﾞｼ) 県道八幡菊間線 1993 50.9 17.0 無し

94 新瀬又橋 (ｼﾝｾﾏﾀﾊﾞｼ) 県道日吉誉田停車場線 1993 37.2 15.0 無し

95 黒川橋 (ｸﾛｶﾜﾊﾞｼ) 県道日吉誉田停車場線 1973 4.2 9.8 無し

96 上前川橋 (ｶﾐﾏｴｶﾜﾊﾞｼ) 県道茂原五井線 1992 27.0 12.0 無し

97 無名橋5 (ﾑﾒｲｷｮｳ5) 県道茂原五井線 不明 5.0 18.5 無し

98 廿五里橋 (ﾂｲﾍｲｼﾞﾊﾞｼ) 県道茂原五井線 1994 199.7 11.5 無し

99 柳原橋 (ﾔﾅｷﾞﾊﾗﾊﾞｼ) 県道五井町田線 1962 113.0 5.5 無し

100 柳原橋側道橋 (ﾔﾅｷﾞﾊﾗﾊﾞｼｿｸﾄﾞｳｷｮｳ) 県道五井町田線 1998 122.0 2.0 無し

101 今富橋 (ｲﾏﾄﾐﾊﾞｼ) 県道五井町田線 1968 2.9 6.6 無し

102 馬立橋 (ｳﾏﾀﾃﾊﾞｼ) 県道南総昭和線 1964 7.5 5.5 無し

103 上高根橋 (ｶﾐﾀｶﾈﾊﾞｼ) 県道南総昭和線 1962 4.3 7.5 無し

104 無名橋6 (ﾑﾒｲｷｮｳ6) 県道南総昭和線 1962 4.6 15.6 無し

105 豊成橋 (ﾄﾖﾅﾘﾊﾞｼ) 県道南総姉ヶ崎線 1962 5.2 12.0 無し

106 片又木橋 (ｶﾀﾏｷﾞﾊﾞｼ) 県道南総姉ヶ崎線 1962 4.1 10.1 無し

107 泉橋 (ｲｽﾞﾐﾊﾞｼ) 県道南総姉ヶ崎線 1962 2.3 10.2 無し

108 待場橋 (ﾏﾁﾊﾞﾊﾞｼ) 県道加茂木更津線 1985 82.8 10.0 無し

109 小滝橋 (ｺﾀｷﾊﾞｼ) 県道鶴舞馬来田停車場線 2007 36.0 5.5 無し

110 加茂橋 (ｶﾓﾊﾞｼ) 県道鶴舞馬来田停車場線 1984 335.0 9.8 無し

111 新川橋 (ｼﾝｶﾜﾊﾞｼ) 県道南総馬来田線 1961 7.7 5.6 無し

112 無名橋7 (ﾑﾒｲｷｮｳ7) 県道南総馬来田線 1961 2.5 15.8 無し

113 中之橋 (ﾅｶﾉﾊﾞｼ) 県道加茂長南線 1962 25.0 6.0 無し
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114 中之橋側道橋 (ﾅｶﾉﾊﾞｼｿｸﾄﾞｳｷｮｳ) 県道加茂長南線 1999 25.7 3.0 無し

115 新井橋 (ｱﾗｲﾊﾞｼ) 県道加茂長南線 1973 20.0 10.0 無し

116 山小川橋 (ﾔﾏｺｶﾞﾜﾊﾞｼ) 県道加茂長南線 1982 26.0 10.9 無し

117 水沢１号橋（仮称） (ｲｽﾞﾐﾊﾞｼ1ｺﾞｳｷｮｳ(ｶｼｮｳ)) 県道加茂長南線 1993 4.7 9.0 無し

118 水沢２号橋（仮称） (ｲｽﾞﾐﾊﾞｼ2ｺﾞｳｷｮｳ(ｶｼｮｳ)) 県道加茂長南線 1993 5.4 9.0 無し

119 奥野橋 (ｵｸﾉﾊﾞｼ) 県道加茂長南線 1993 14.0 5.8 無し

120 奥野橋側道橋 (ｵｸﾉﾊﾞｼｿｸﾄﾞｳｷｮｳ) 県道加茂長南線 1931 9.4 5.8 無し

121 月出橋 (ﾂｷﾃﾞﾊﾞｼ) 県道大多喜里見線 1959 14.7 5.0 無し

122 高東橋 (ｺｳﾄｳﾊﾞｼ) 県道南総月出線 1984 110.0 9.8 無し

123 湯原橋 (ﾕﾊﾗﾊﾞｼ) 県道南総月出線 1981 32.1 10.3 無し

124 市原跨道橋 (ｲﾁﾊﾗｺﾄﾞｳｷｮｳ) 県道市原埠頭線 1986 291.7 9.0 無し

125 市原跨道橋取付橋 (ｲﾁﾊﾗｺﾄﾞｳｷｮｳﾄﾘﾂｹﾊﾞｼ) 県道市原埠頭線 1986 4.1 9.0 無し

126 新橋 (ｼﾝﾊﾞｼ) 県道鶴舞牛久線 1973 27.0 27.0 無し

127 かさがみ橋 (ｻｶﾞﾐｶﾞﾜ) 県道袖ヶ浦姉崎停車場線 1935 3.0 7.2 無し

128 姉崎橋(新) (ｱﾈｻｷﾊﾞｼ(ｼﾝ)) 県道袖ヶ浦姉崎停車場線 1988 40.5 12.0 無し

129 滝口橋 (ﾀｷｸﾞﾁﾊﾞｼ) 県道犬成海士有木線 1992 6.0 12.4 無し
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NO トンネル名 (ﾌﾘｶﾞﾅ)
完成
年次

延長
（m）

分類 トンネルの施工法・備考

1 大久保隧道 ｵｵｸﾎﾞｽﾞｲﾄﾞｳ 3032 主要地方道大多喜君津線 1971 165.0 陸上 山岳（矢板）

2 菅野隧道 ｽｹﾞﾉｽﾞｲﾄﾞｳ 3032 主要地方道大多喜君津線 1973 114.6 陸上 山岳（矢板）

3 南郷隧道 ﾅﾝｺﾞｳｽﾞｲﾄﾞｳ 4148 一般県道南総一宮線 1912 55.9 陸上 山岳（矢板）

4 音信トンネル ｵﾄｽﾞﾚﾄﾝﾈﾙ 4168 一般県道鶴舞馬来田停車場線 1992 119.0 陸上 山岳（NATM)

5 徳氏隧道 ﾄｸｳｼﾞｽﾞｲﾄﾞｳ 4171 一般県道加茂長南線 1899 149.6 陸上 山岳（矢板）

6 鶴舞第一隧道 ﾂﾙﾏｲﾀﾞｲｲﾁｽﾞｲﾄﾞｳ 4171 一般県道加茂長南線 1968 47.9 陸上 その他

7 鶴舞歩道トンネル ﾂﾙﾏｲﾎﾄﾞｳﾄﾝﾈﾙ 4171 一般県道加茂長南線 1984 73.0 陸上 山岳（矢板）

8 奥野トンネル ｵｸﾉﾄﾝﾈﾙ 4171 一般県道加茂長南線 2004 105.0 陸上 山岳（NATM)

9 月出第一隧道 ﾂｷﾃﾞﾀﾞｲｲﾁｽﾞｲﾄﾞｳ 4172 一般県道大多喜里見線 1968 78.8 陸上 山岳（矢板）

10 月出第二隧道 ﾂｷﾃﾞﾀﾞｲﾆｽﾞｲﾄﾞｳ 4172 一般県道大多喜里見線 1973 66.5 陸上 山岳（矢板）

11 田淵第一隧道 ﾀﾌﾞﾁﾀﾞｲｲﾁｽﾞｲﾄﾞｳ 4172 一般県道大多喜里見線 1972 117.0 陸上 山岳（矢板）

12 田淵第二隧道 ﾀﾌﾞﾁﾀﾞｲﾆｽﾞｲﾄﾞｳ 4172 一般県道大多喜里見線 1971 172.3 陸上 山岳（矢板）

13 江孫隧道 ｴﾏｺﾞｽﾞｲﾄﾞｳ 4173 一般県道南総月出線 不明 20.4 陸上 山岳（矢板）

NO 名称 (ﾌﾘｶﾞﾅ)
完成
年次

延長
（m）

1 折津ロックシェッド ｵﾘﾂﾞﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ 3032 主要地方道大多喜君津線 1977 110.0

（２）トンネル

（３）洞門

上部：PCＴ桁、下部：Ｌ型RC受台

(平成２９年４月１日現在)

路線名

(平成２９年４月１日現在)

形式・備考路線名
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区域の詳細については千葉県ホームページでご確認ください。

指定箇所の市町村は全て市原市です

NO 指定箇所 区 域 名
自 然 現 象
の 種 類

告示日
警戒区域
告示番号

特別警戒区域
告示番号

1 米沢 米沢 急傾斜地の崩壊 平成20年6月17日 千第551号 千第553号

2 宿 宿 急傾斜地の崩壊 平成20年6月17日 千第551号 千第553号

3 奥野 奥野2 急傾斜地の崩壊 平成20年6月17日 千第551号 千第553号

4 真ヶ谷 真ヶ谷6 急傾斜地の崩壊 平成20年6月17日 千第551号 千第553号

5 堀越 堀越5 急傾斜地の崩壊 平成20年6月17日 千第551号 千第553号

6 奥野 奥野9 急傾斜地の崩壊 平成20年6月17日 千第551号 千第553号

7 大桶 大桶 急傾斜地の崩壊 平成21年2月20日 千第159号 千第160号

8 土宇 土宇4 急傾斜地の崩壊 平成21年2月20日 千第159号 千第160号

9 川在 川在7 急傾斜地の崩壊 平成21年2月20日 千第159号 千第160号

10 米原 米原 急傾斜地の崩壊 平成21年5月22日 千第449号 千第451号

11 小草畑 小草畑 急傾斜地の崩壊 平成21年5月22日 千第449号 千第451号

12 平蔵 平蔵4 急傾斜地の崩壊 平成21年5月22日 千第449号 千第451号

13 米原 米原15 急傾斜地の崩壊 平成21年5月22日 千第449号 千第451号

14 豊成 豊成6 急傾斜地の崩壊 平成22年3月9日 千第100号 千第102号

15 豊成 豊成8 急傾斜地の崩壊 平成22年3月9日 千第100号 千第102号

16 立野 立野1 急傾斜地の崩壊 平成22年3月9日 千第100号 千第102号

17 立野 立野2 急傾斜地の崩壊 平成22年3月9日 千第100号 千第102号

18 瀬又 瀬又 急傾斜地の崩壊 平成22年3月9日 千第100号 千第102号

19 山木 山木8 急傾斜地の崩壊 平成22年3月9日 千第100号 千第102号

20 高田 高田3 急傾斜地の崩壊 平成22年3月9日 千第100号 千第102号

21 潤井戸 潤井戸2 急傾斜地の崩壊 平成22年3月9日 千第100号 千第102号

22 犬成 犬成2 急傾斜地の崩壊 平成22年3月9日 千第100号 千第102号

23 犬成 犬成6 急傾斜地の崩壊 平成22年3月9日 千第100号 千第102号

24 金剛寺 金剛地12 急傾斜地の崩壊 平成22年3月9日 千第100号 千第102号

25 吉沢 吉沢 急傾斜地の崩壊 平成22年3月23日 千第211号 千第213号

26 高滝 高滝 急傾斜地の崩壊 平成22年3月23日 千第211号 千第213号

27 山口 山口1 急傾斜地の崩壊 平成22年3月23日 千第211号 千第213号

28 山口 山口2 急傾斜地の崩壊 平成22年3月23日 千第211号 千第213号

29 山口 山口3 急傾斜地の崩壊 平成22年3月23日 千第211号 千第213号

30 養老 養老1 急傾斜地の崩壊 平成22年3月23日 千第211号 千第213号

　土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律に基づいて指定・告
示された区域で、急傾斜地の崩壊が発生した場合、土砂災害警戒区域は、住民等の生命又
は身体に危害が生ずるおそれがあると認められた区域であり、危険の周知、警戒避難体制
が行われます。土砂災害特別警戒区域は、建築物に損壊が生じ住民等の生命又は身体に著
しい危険が生ずるおそれがあると認められる区域です。

(警戒区域等の境界を明示したり証明するものではありません)

平成29年4月1日現在

９．土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域の指定

http://www.pref.chiba.lg.jp/kakan/sabou/keikai/ichihara.html
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NO 指定箇所 区 域 名
自 然 現 象
の 種 類

告示日
警戒区域
告示番号

特別警戒区域
告示番号

31 大和田 大和田2 急傾斜地の崩壊 平成22年3月23日 千第211号 千第213号

32 本郷 本郷2 急傾斜地の崩壊 平成22年3月23日 千第211号 千第213号

33 大戸 大戸2 急傾斜地の崩壊 平成22年3月23日 千第211号 千第213号

34 吉沢 吉沢2 急傾斜地の崩壊 平成22年3月23日 千第211号 千第213号

35 万田野 万田野3 急傾斜地の崩壊 平成22年3月23日 千第211号 千第213号

36 飯給 飯給1 急傾斜地の崩壊 平成22年3月23日 千第211号 千第213号

37 徳氏 徳氏1 急傾斜地の崩壊 平成22年3月23日 千第211号 千第213号

38 徳氏 徳氏2 急傾斜地の崩壊 平成22年3月23日 千第211号 千第213号

39 古敷谷 古敷谷22 急傾斜地の崩壊 平成22年3月23日 千第211号 千第213号

40 田淵 田淵5 急傾斜地の崩壊 平成22年3月23日 千第211号 千第213号

41 石塚 石塚5 急傾斜地の崩壊 平成22年3月23日 千第211号 千第213号

42 折津 折津6 急傾斜地の崩壊 平成22年3月23日 千第211号 千第213号

43 石神 石神3 急傾斜地の崩壊 平成22年3月23日 千第211号 千第213号

44 姉崎 姉崎 急傾斜地の崩壊 平成22年10月29日 千第756号 千第757号

45 姉崎 姉崎8 急傾斜地の崩壊 平成22年10月29日 千第756号 千第757号

46 姉崎 姉崎9 急傾斜地の崩壊 平成22年10月29日 千第756号 千第757号

47 古敷谷 古敷谷12 急傾斜地の崩壊 平成22年10月29日 千第756号 千第757号

48 奥野 奥野3 急傾斜地の崩壊 平成23年3月11日 千第149号 千第154号

49 奥野 奥野4 急傾斜地の崩壊 平成23年3月11日 千第149号 千第154号

50 奥野 奥野5 急傾斜地の崩壊 平成23年3月11日 千第149号 千第154号

51 奥野 奥野6 急傾斜地の崩壊 平成23年3月11日 千第149号 千第154号

52 奥野 奥野7 急傾斜地の崩壊 平成23年3月11日 千第149号 千第154号

53 奥野 奥野8 急傾斜地の崩壊 平成23年3月11日 千第149号 千第154号

54 奥野 奥野10 急傾斜地の崩壊 平成23年3月11日 千第149号 千第154号

55 奥野 奥野11 急傾斜地の崩壊 平成23年3月11日 千第149号 千第154号

56 奥野 奥野12 急傾斜地の崩壊 平成23年3月11日 千第149号 千第154号

57 奥野 奥野13 急傾斜地の崩壊 平成23年3月11日 千第149号 千第154号

58 奥野 奥野14 急傾斜地の崩壊 平成23年3月11日 千第149号 千第154号

59 奥野 奥野15 急傾斜地の崩壊 平成23年3月11日 千第149号 千第154号

60 奥野 奥野16 急傾斜地の崩壊 平成23年3月11日 千第149号 千第154号

61 奥野 奥野17 急傾斜地の崩壊 平成23年3月11日 千第149号 千第154号

62 奥野 奥野18 急傾斜地の崩壊 平成23年3月11日 千第149号 千第154号

63 奥野 奥野19 急傾斜地の崩壊 平成23年3月11日 千第149号 千第154号

64 奥野 奥野20 急傾斜地の崩壊 平成23年3月11日 千第149号 千第154号

65 奥野 奥野21 急傾斜地の崩壊 平成23年3月11日 千第149号 千第154号

66 奥野 奥野22 急傾斜地の崩壊 平成23年3月11日 千第149号 千第154号

67 真ヶ谷 真ヶ谷 急傾斜地の崩壊 平成23年3月18日 千第195号 千第196号

68 宿 宿2 急傾斜地の崩壊 平成23年3月18日 千第195号 千第196号

69 堀越 堀越1 急傾斜地の崩壊 平成23年3月18日 千第195号 千第196号

70 米沢 米沢2 急傾斜地の崩壊 平成23年3月18日 千第195号 千第196号

71 米沢 米沢3 急傾斜地の崩壊 平成23年3月18日 千第195号 千第196号
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NO 指定箇所 区 域 名
自 然 現 象
の 種 類

告示日
警戒区域
告示番号

特別警戒区域
告示番号

72 米沢 米沢4 急傾斜地の崩壊 平成23年3月18日 千第195号 千第196号

73 米沢 米沢5 急傾斜地の崩壊 平成23年3月18日 千第195号 千第196号

74 米沢 米沢6 急傾斜地の崩壊 平成23年3月18日 千第195号 千第196号

75 真ヶ谷 真ヶ谷2 急傾斜地の崩壊 平成23年3月18日 千第195号 千第196号

76 真ヶ谷 真ヶ谷3 急傾斜地の崩壊 平成23年3月18日 千第195号 千第196号

77 真ヶ谷 真ヶ谷4 急傾斜地の崩壊 平成23年3月18日 千第195号 千第196号

78 真ヶ谷 真ヶ谷5 急傾斜地の崩壊 平成23年3月18日 千第195号 千第196号

79 宿 宿3 急傾斜地の崩壊 平成23年3月18日 千第195号 千第196号

80 宿 宿4 急傾斜地の崩壊 平成23年3月18日 千第195号 千第196号

81 宿 宿5 急傾斜地の崩壊 平成23年3月18日 千第195号 千第196号

82 大桶 大桶2 急傾斜地の崩壊 平成23年4月19日 千第354号 千第355号

83 大桶 大桶3 急傾斜地の崩壊 平成23年4月19日 千第354号 千第355号

84 大桶 大桶4 急傾斜地の崩壊 平成23年4月19日 千第354号 千第355号

85 土宇 土宇1 急傾斜地の崩壊 平成23年4月19日 千第354号 千第355号

86 土宇 土宇2 急傾斜地の崩壊 平成23年4月19日 千第354号 千第355号

87 土宇 土宇3 急傾斜地の崩壊 平成23年4月19日 千第354号 千第355号

88 川在 川在1 急傾斜地の崩壊 平成23年4月19日 千第354号 千第355号

89 川在 川在4 急傾斜地の崩壊 平成23年4月19日 千第354号 千第355号

90 川在 川在5 急傾斜地の崩壊 平成23年4月19日 千第354号 千第355号

91 川在 川在8 急傾斜地の崩壊 平成23年4月19日 千第354号 千第355号

92 川在 川在9 急傾斜地の崩壊 平成23年4月19日 千第354号 千第355号

93 川在 川在10 急傾斜地の崩壊 平成23年4月19日 千第354号 千第355号

94 引田 引田5 急傾斜地の崩壊 平成23年4月19日 千第354号 千第355号

95 海保 海保5 急傾斜地の崩壊 平成23年4月19日 千第354号 千第355号

96 不入斗 不入斗 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

97 不入斗 不入斗2 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

98 不入斗 不入斗3 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

99 不入斗 不入斗4 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

100 不入斗 不入斗5 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

101 不入斗 不入斗8 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

102 不入斗 不入斗12 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

103 不入斗 不入斗14 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

104 不入斗 不入斗25 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

105 不入斗 不入斗9 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

106 不入斗 不入斗10 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

107 不入斗 不入斗11 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

108 不入斗 不入斗13 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

109 不入斗 不入斗15 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

110 不入斗 不入斗16 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

111 不入斗 不入斗17 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

112 不入斗 不入斗18 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号
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113 不入斗 不入斗19 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

114 不入斗 不入斗20 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

115 不入斗 不入斗21 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

116 不入斗 不入斗22 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

117 不入斗 不入斗23 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

118 不入斗 不入斗24 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

119 不入斗 不入斗26 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

120 不入斗 不入斗27 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

121 不入斗 不入斗28 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

122 不入斗 不入斗30 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第133号 千第140号

123 迎田 迎田 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第135号 千第142号

124 迎田 迎田2 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第135号 千第142号

125 迎田 迎田3 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第135号 千第142号

126 迎田 迎田5 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第135号 千第142号

127 迎田 迎田6 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第135号 千第142号

128 迎田 迎田7 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第135号 千第142号

129 迎田 迎田8 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第135号 千第142号

130 迎田 迎田9 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第135号 千第142号

131 迎田 迎田10 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第135号 千第142号

132 迎田 迎田11 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第135号 千第142号

133 迎田 迎田12 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第135号 千第142号

134 迎田 迎田13 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第135号 千第142号

135 迎田 迎田14 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第135号 千第142号

136 迎田 迎田15 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第135号 千第142号

137 豊成 豊成 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第135号 千第142号

138 豊成 豊成3 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第135号 千第142号

139 豊成 豊成5 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第135号 千第142号

140 豊成 豊成7 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第135号 千第142号

141 豊成 豊成9 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第135号 千第142号

142 豊成 豊成10 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第135号 千第142号

143 水沢 水沢 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第134号 千第141号

144 水沢 水沢2 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第134号 千第141号

145 水沢 水沢3 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第134号 千第141号

146 水沢 水沢4 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第134号 千第141号

147 水沢 水沢5 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第134号 千第141号

148 水沢 水沢6 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第134号 千第141号

149 水沢 水沢8 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第134号 千第141号

150 水沢 水沢9 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第134号 千第141号

151 田尾 田尾 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第134号 千第141号

152 田尾 田尾2 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第134号 千第141号

153 田尾 田尾3 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第134号 千第141号
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154 田尾 田尾4 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第134号 千第141号

155 田尾 田尾5 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第134号 千第141号

156 田尾 田尾6 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第134号 千第141号

157 大蔵 大蔵 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第134号 千第141号

158 大蔵 大蔵1 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第134号 千第141号

159 大蔵 大蔵2 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第134号 千第141号

160 大蔵 大蔵3 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第134号 千第141号

161 大蔵 大蔵4 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第134号 千第141号

162 大蔵 大蔵5 急傾斜地の崩壊 平成24年3月2日 千第134号 千第141号

163 金沢 金沢 急傾斜地の崩壊 平成24年5月22日 千第349号 千第354号

164 金沢 金沢2 急傾斜地の崩壊 平成24年5月22日 千第349号 千第354号

165 金沢 金沢3 急傾斜地の崩壊 平成24年5月22日 千第349号 千第354号

166 金沢 金沢4 急傾斜地の崩壊 平成24年5月22日 千第349号 千第354号

167 金沢 金沢5 急傾斜地の崩壊 平成24年5月22日 千第349号 千第354号

168 金沢 金沢6 急傾斜地の崩壊 平成24年5月22日 千第349号 千第354号

169 金沢 金沢7 急傾斜地の崩壊 平成24年5月22日 千第349号 千第354号

170 金沢 金沢12 急傾斜地の崩壊 平成24年5月22日 千第349号 千第354号

171 金沢 金沢13 急傾斜地の崩壊 平成24年5月22日 千第349号 千第354号

172 皆吉 皆吉4 急傾斜地の崩壊 平成24年5月22日 千第349号 千第354号

173 皆吉 皆吉5 急傾斜地の崩壊 平成24年5月22日 千第349号 千第354号

174 皆吉 皆吉6 急傾斜地の崩壊 平成24年5月22日 千第349号 千第354号

175 皆吉 皆吉7 急傾斜地の崩壊 平成24年5月22日 千第349号 千第354号

176 皆吉 皆吉8 急傾斜地の崩壊 平成24年5月22日 千第349号 千第354号

177 椎津 椎津1 急傾斜地の崩壊 平成25年3月1日 千第95号 千第97号

178 椎津 椎津3 急傾斜地の崩壊 平成25年3月1日 千第95号 千第97号

179 椎津 椎津6 急傾斜地の崩壊 平成25年3月1日 千第95号 千第97号

180 椎津 椎津7 急傾斜地の崩壊 平成25年3月1日 千第95号 千第97号

181 椎津 椎津11 急傾斜地の崩壊 平成25年3月1日 千第95号 千第97号

182 椎津 椎津13 急傾斜地の崩壊 平成25年3月1日 千第95号 千第97号

183 椎津 椎津14 急傾斜地の崩壊 平成25年3月1日 千第95号 千第97号

184 青葉台7丁目 青葉台2 急傾斜地の崩壊 平成25年3月1日 千第95号 千第97号

185 青葉台8丁目 青葉台3 急傾斜地の崩壊 平成25年3月1日 千第95号 千第97号

186 青葉台5丁目 青葉台5 急傾斜地の崩壊 平成25年3月1日 千第95号 千第97号

187 風戸 風戸1 急傾斜地の崩壊 平成25年3月26日 千第171号 千第173号

188 風戸 風戸2 急傾斜地の崩壊 平成25年3月26日 千第171号 千第173号

189 風戸 風戸3 急傾斜地の崩壊 平成25年3月26日 千第171号 千第173号

190 風戸 風戸4 急傾斜地の崩壊 平成25年3月26日 千第171号 千第173号

191 風戸 風戸5 急傾斜地の崩壊 平成25年3月26日 千第171号 千第173号

192 上高根 上高根3 急傾斜地の崩壊 平成25年3月26日 千第171号 千第173号

193 妙香 妙香1 急傾斜地の崩壊 平成25年3月26日 千第171号 千第173号

194 妙香 妙香3 急傾斜地の崩壊 平成25年3月26日 千第171号 千第173号
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195 栢橋 栢橋2 急傾斜地の崩壊 平成25年3月26日 千第171号 千第173号

196 栢橋 栢橋3 急傾斜地の崩壊 平成25年3月26日 千第171号 千第173号

197 栢橋 栢橋4 急傾斜地の崩壊 平成25年3月26日 千第171号 千第173号

198 栢橋 栢橋5 急傾斜地の崩壊 平成25年3月26日 千第171号 千第173号

199 岩 岩4 急傾斜地の崩壊 平成25年3月26日 千第171号 千第173号

200 奉免 奉免3 急傾斜地の崩壊 平成25年3月26日 千第171号 千第173号

201 奉免 奉免4 急傾斜地の崩壊 平成25年3月26日 千第171号 千第173号

202 堀越 堀越2 急傾斜地の崩壊 平成25年3月26日 千第171号 千第173号

203 堀越 堀越3 急傾斜地の崩壊 平成25年3月26日 千第171号 千第173号

204 堀越 堀越4 急傾斜地の崩壊 平成25年3月26日 千第171号 千第173号

205 池和田 池和田1 急傾斜地の崩壊 平成25年3月29日 千第209号 千第210号

206 池和田 池和田2 急傾斜地の崩壊 平成25年3月29日 千第209号 千第210号

207 池和田 池和田6 急傾斜地の崩壊 平成25年3月29日 千第209号 千第210号

208 池和田 池和田7 急傾斜地の崩壊 平成25年3月29日 千第209号 千第210号

209 池和田 池和田9 急傾斜地の崩壊 平成25年3月29日 千第209号 千第210号

210 池和田 池和田10 急傾斜地の崩壊 平成25年3月29日 千第209号 千第210号

211 池和田 池和田11 急傾斜地の崩壊 平成25年3月29日 千第209号 千第210号

212 外部田 外部田3 急傾斜地の崩壊 平成25年3月29日 千第209号 千第210号

213 外部田 外部田5 急傾斜地の崩壊 平成25年3月29日 千第209号 千第210号

214 外部田 外部田6 急傾斜地の崩壊 平成25年3月29日 千第209号 千第210号

215 本郷 本郷1 急傾斜地の崩壊 平成25年3月29日 千第209号 千第210号

216 本郷 本郷3 急傾斜地の崩壊 平成25年3月29日 千第209号 千第210号

217 小草畑 小草畑3 急傾斜地の崩壊 平成25年3月29日 千第209号 千第210号

218 小草畑 小草畑6 急傾斜地の崩壊 平成25年3月29日 千第209号 千第210号

219 小草畑 小草畑7 急傾斜地の崩壊 平成25年3月29日 千第209号 千第210号

220 小草畑 小草畑8 急傾斜地の崩壊 平成25年3月29日 千第209号 千第210号

221 小草畑 小草畑9 急傾斜地の崩壊 平成25年3月29日 千第209号 千第210号

222 小草畑 小草畑10 急傾斜地の崩壊 平成25年3月29日 千第209号 千第210号

223 高田 高田1 急傾斜地の崩壊 平成25年5月7日 千第260号 千第263号

224 高田 高田2 急傾斜地の崩壊 平成25年5月7日 千第260号 千第263号

225 高田 高田4 急傾斜地の崩壊 平成25年5月7日 千第260号 千第263号

226 高田 高田5 急傾斜地の崩壊 平成25年5月7日 千第260号 千第263号

227 犬成 犬成3 急傾斜地の崩壊 平成25年5月7日 千第260号 千第263号

228 犬成 犬成4 急傾斜地の崩壊 平成25年5月7日 千第260号 千第263号

229 犬成 犬成5 急傾斜地の崩壊 平成25年5月7日 千第260号 千第263号

230 犬成 犬成7 急傾斜地の崩壊 平成25年5月7日 千第260号 千第263号

231 古敷谷 古敷谷 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

232 古敷谷 古敷谷8 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

233 古敷谷 古敷谷9 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

234 古敷谷 古敷谷10 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

235 古敷谷 古敷谷11 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号
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236 古敷谷 古敷谷18 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

237 古敷谷 古敷谷19 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

238 古敷谷 古敷谷20 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

239 古敷谷 古敷谷21 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

240 古敷谷 古敷谷23 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

241 古敷谷 古敷谷24 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

242 瀬又 瀬又6 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

243 潤井戸 潤井戸4 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

244 金剛地 金剛地11 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

245 金剛地 金剛地13 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

246 金剛地 金剛地14 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

247 姉崎 姉崎6 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

248 姉崎 姉崎7 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

249 片又木 片又木3 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

250 片又木 片又木4 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

251 片又木 片又木6 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

252 海保 海保6 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

253 海保 海保7 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

254 海保 海保8 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

255 海保 海保9 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

256 海保 海保12 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

257 引田 引田1 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

258 島田 島田1 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

259 島田 島田2 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

260 養老 養老2 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

261 高滝 高滝2 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

262 平蔵 平蔵5 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

263 平蔵 平蔵7 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

264 平蔵 平蔵8 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

265 平蔵 平蔵16 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

266 大戸 大戸1 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

267 大戸 大戸3 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

268 大戸 大戸4 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

269 吉沢 吉沢5 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

270 万田野 万田野1 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

271 万田野 万田野8 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

272 飯給 飯給2 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

273 飯給 飯給3 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

274 飯給 飯給4 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

275 飯給 飯給5 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

276 徳氏 徳氏3 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号
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NO 指定箇所 区 域 名
自 然 現 象
の 種 類

告示日
警戒区域
告示番号

特別警戒区域
告示番号

277 徳氏 徳氏4 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

278 徳氏 徳氏6 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

279 米原 米原2 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

280 米原 米原3 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

281 米原 米原4 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

282 米原 米原5 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

283 米原 米原8 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

284 石塚 石塚3 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

285 妙香 妙香4 急傾斜地の崩壊 平成26年9月19日 千第585号 千第588号

286 勝間 勝間 急傾斜地の崩壊 平成28年1月26日 千第35号 千第36号

287 勝間 勝間4 急傾斜地の崩壊 平成28年1月26日 千第35号 千第36号

288 勝間 勝間7 急傾斜地の崩壊 平成28年1月26日 千第35号 千第36号

289 勝間 勝間8 急傾斜地の崩壊 平成28年1月26日 千第35号 千第36号

290 勝間 勝間9 急傾斜地の崩壊 平成28年1月26日 千第35号 千第36号

291 勝間 勝間10 急傾斜地の崩壊 平成28年1月26日 千第35号 千第36号

292 勝間 勝間11 急傾斜地の崩壊 平成28年1月26日 千第35号 千第36号

293 勝間 勝間12 急傾斜地の崩壊 平成28年1月26日 千第35号 千第36号

294 勝間 勝間14 急傾斜地の崩壊 平成28年1月26日 千第35号 千第36号

295 勝間 勝間15 急傾斜地の崩壊 平成28年1月26日 千第35号 千第36号

296 勝間 勝間16 急傾斜地の崩壊 平成28年1月26日 千第35号 千第36号

297 能満 能満1 急傾斜地の崩壊 平成28年1月26日 千第35号 千第36号

298 能満 能満2 急傾斜地の崩壊 平成28年1月26日 千第35号 千第36号

299 喜多 喜多3 急傾斜地の崩壊 平成28年1月26日 千第35号 千第36号

300 喜多 喜多4 急傾斜地の崩壊 平成28年1月26日 千第35号 千第36号

301 金剛地 金剛地9 急傾斜地の崩壊 平成28年1月26日 千第35号 千第36号

302 金剛地 金剛地10 急傾斜地の崩壊 平成28年1月26日 千第35号 千第36号
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件数 面 積 金 額 件数 金 額 件数 面 積 金 額 件数 金 額

件 m2 千円 件 千円 件 m2 千円 件 千円

防 災 ・ 安 全 交 付 金
( 交 安 )

4 402 6,832 県 単 交 通 安 全 対 策 1 504 5,733 1 521

県 単 道 路 改 良 2 686 3,050 2 5,733

県 単 災 害 防 止 1 144

4 402 6,832 0 0 3 1,190 8,783 4 6,398

(平成２９年３月３１日現在)

10．用地等取得状況

計

(県単独事業)

平成28年度

用 地 補 償

平成28年度

(国庫補助事業)

補 償

平成28年度 平成28年度

計

(平成２９年３月３１日現在)

用 地
区分区分

事業別 事業別
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筆 数 面 積 筆 数 面 積

筆 m2 筆 m2

防 災 ・ 安 全 交 付 金
( 交 安 )

4 212 県 単 交 通 安 全 対 策 13 504

4 212 13 504

(平成２９年３月３１日現在)

計

11．登記事務処理状況

計

(県単独事業)(国庫補助事業)

平成28度分

区分区分

事業別 事業別
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ア．道路使用状況

件 数 占 用 料 件 数 占 用 料

件 円 件 円 件 円

有料 継続 135 40,661,665 146 2,564,595 △11 38,097,070

更新 33 810,414 41 38,999,205 △8 △38,188,791

新規 55 65,436 24 154,106 31 △88,670

223 41,537,515 211 41,717,906 12 △180,391

無料 継続 2,711 2,681 30

更新 181 152 29

新規 97 78 19

2,989 2,911 78

3,212 41,537,515 3,122 41,717,906 90 △180,391

小 計

12．道路及び河川等使用許可状況

合 計

　県管理の道路については、改良工事後の区域変更手続き、旧道の処分等に若干

の遅延があるが、順次処理を進めている。

　また、市街化の進展により内陸部では、上下水道、電気、電話線工事等による

道路の掘返しが多く行われている現状にある。

(平成２９年３月３１日現在)

増 減

小 計

件 数 占 用 料

平成28年度 平成27年度年度別

区 分
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占 用 料 件 数 占 用 料

円 件 円

有料 継続 6,348,339 204 5,771,912 11

更新 0 1 306,862 △1

新規 364,004 10 27,493 4

6,712,343 215 6,106,267 14

無料 継続 401 9

更新 1 △1

新規 8 23

410 31

6,712,343 625 6,106,267 45

※河川法第95条(河川の使用等に関する国の特例)が1件

18 件 6 件 12 件

0 3 △3

0 1 △1

1 0 1

42 37 5

61 47 14

(平成２９年３月３１日現在)

増 減

小 計

件 数

平成27年度

イ．河川使用状況

件

215

0

14

件

占 用 料

円

410

0

31

合 計

小 計

増 減

件 数

取 付 道 路

住 宅 出 入 口

ウ．道路法第24条工事

平成28年度

件 数

(平成２９年３月３１日現在)

造 成 関 係

区 画 整 理 事 業

そ の 他

合 計

平成27年度

件 数

平成28年度

606,076

576,427

△306,862

336,511

606,076

441

670

件 数

229

年度別

区 分

年度別

区 分
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エ．境界査定実施状況

件 数 延 長 (m) 件 数 延 長 (m)

県 道 ・ 国 道 54 2,741 54 5,445 0 △2,704

河 川 7 585 5 211 2 374

里 道 ・ 水 路 0 0 0 0 0 0

海 浜 地 0 0 0 0 0 0

た め 池 0 0 0 0 0 0

計 61 3,326 59 5,656 2 △2,330

(平成２９年３月３１日現在)

平成28年度 平成27年度 増 減

件 数 延 長 (m)区 分
年度別
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件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額

県内 20 420,776 61 1,068,789 22 370,580 57 757,596

県外 0 0 0 0 1 42,545 2 39,470

小計 20 420,776 61 1,068,789 23 413,125 59 797,066

県内 18 76,933 46 265,433 13 72,026 34 193,141

県外 15 144,040 9 45,679 6 48,642 8 34,967

小計 33 220,973 55 311,112 19 120,668 42 228,108

県内 6 13,533 159 76,997 4 3,749 166 91,577

県外 0 0 5 2,877 2 1,911 4 3,154

小計 6 13,533 164 94,731 6 5,660 170 94,731

59 655,282 280 1,474,632 48 539,453 271 1,119,905

随

契

小 規 模 工 事 等
（ 委 託 含 む ）

合 計

国庫補助事業 県単独事業

13．入札・契約の執行

土 木 建 設 事 業

委 託 事 業
（ 測 量 ・ そ の 他 ）

入

札

平成28年度

(金額単位：千円)　(平成２９年３月３１日現在)

平成27年度

国庫補助事業 県単独事業

種 別

事業区分及び件数金額
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面 積 備 考

市原市八幡海岸通1969-26 4,058.38㎡ 

市原市八幡海岸通1969-50 352.05㎡ 

市原市八幡海岸通1969-53 418.37㎡ 

市原市鶴舞字元町2-275-1外4筆 941.91㎡ 借地

面 積 備 考

市原市八幡海岸通1969-26 988.81㎡ 鉄骨鉄筋コンクリート造２Ｆ

市原市八幡海岸通1969-26 37.00㎡ 鉄骨鉄筋コンクリート造

市原市八幡海岸通1969-26 594.30㎡ 鉄筋コンクリート造２Ｆ

市原市八幡海岸通1969-26
市原市八幡海岸通1969-50

571.46㎡ 
鉄筋コンクリート・軽量鉄骨造２Ｆ

旧養老川村田川改修事務所

市原市鶴舞275-1 213.56㎡ 鉄筋コンクリート造２Ｆ

市原市鶴舞275-1 72.32㎡ 鉄骨造

小 型 乗 用 車 1 台

普 通 貨 物 車 2 台

小 型 貨 物 車 7 台

普 通 特 種 車 2 台

小 型 特 種 車 1 台

軽 貨 物 車 1 台

計 14 台

(3)車両

種 別 台 数

14．保有施設の状況

所 在 地

(1)土地 (平成２９年４月１日現在)

事務所敷地

用 途

事務所敷地

事務所敷地

事務所敷地

事 務 所

変 電 室

車庫・書庫

事 務 所
倉 庫

事 務 所

(2)建物

所 在 地 用 途

車 庫

道路パトロール車 2台

水防車 1台

備 考

道路維持作業車 2台
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所 長 名 所 長 名

昭和20年４月 ～ 昭和27年３月江 沢 準 二 平成６年４月 ～ 平成８年３月根 岸 輝 夫

昭和27年４月 ～ 昭和29年３月河 津 要 平成８年４月 ～ 平成９年３月加賀松次郎

昭和29年４月 ～ 昭和34年３月中 村 慶 司 平成９年４月 ～ 平成10年３月田 中 茂 治

昭和34年４月 ～ 昭和37年３月石 川 金 司 平成10年４月 ～ 平成11年３月増 谷 強 兵

昭和37年４月 ～ 昭和39年３月渡 辺 太 郎 平成11年４月 ～ 平成12年３月寺 田 昭 良

昭和39年４月 ～ 昭和42年４月志 村 宗 光 平成12年４月 ～ 平成13年３月綾 木 修 二

昭和42年５月 ～ 昭和44年１月土屋徳四郎 平成13年４月 ～ 平成14年３月和 合 征 夫

昭和44年１月 ～ 昭和46年３月山 岸 後 男 平成14年４月 ～ 平成15年３月北 村 修 一

昭和46年４月 ～ 昭和49年３月宮 野 登 平成15年４月 ～ 平成16年３月箕 輪 昇

昭和49年４月 ～ 昭和51年３月野 田 親 昭 平成16年４月 ～ 平成17年３月腰 越 貞 次

昭和51年４月 ～ 昭和53年３月遠 山 敏 夫 平成17年４月 ～ 平成19年３月伊 豆 倉 隆

昭和53年４月 ～ 昭和56年６月多 田 秀 夫 平成19年４月 ～ 平成20年３月黒 川 博 史

昭和56年６月 ～ 昭和57年３月平 野 保 一 平成20年４月 ～ 平成21年３月地 引 康 雄

昭和57年４月 ～ 昭和59年３月石 崎 幸 雄 平成21年４月 ～ 平成22年３月大 林 正 章

昭和59年４月 ～ 昭和61年３月外 山 明 一 平成22年４月 ～ 平成23年３月郡 猛 夫

昭和61年４月 ～ 昭和62年３月市 川 英 生 平成23年４月 ～ 平成24年３月鵜 山 克 己

昭和62年４月 ～ 平成元年３月平 田 拓 資 平成24年４月 ～ 平成25年３月露 嵜 茂

平成元年４月 ～ 平成２年３月高 橋 節 男 平成25年４月 ～ 平成26年３月鎌 田 哲 夫

平成２年４月 ～ 平成３年３月庄 司 勉 平成26年４月 ～ 平成29年３月増 田 光 一

平成３年４月 ～ 平成４年３月伊 藤 辰 彦 平成29年４月 ～ 御 園 直 樹

平成４年４月 ～ 平成６年３月水 野 崇

15．歴代所長

在 任 期 間 在 任 期 間
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